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カーボントラストの使命は、脱炭素な未来への移行を加速させること

300+ 
experts and consultants

5
continents 

20
years of experience in 
sustainability consultancy
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カーボントラストが提供するサービスとイニシアティブ
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野心的な科学に基づいた排出削減目標の設定が今必要
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• 現在の排出状況は、温室効果ガスの過剰排出と温暖化の原因となる温室効果ガスの排出と除去の不均衡が原因

• 不可逆的な気候変化を防ぐために、野心的な科学に基づいた気候変動目標を今設定すること必須

• 温暖化を制限し、不可逆的な変化を防ぐために、今、思い切った行動を取ることが求められる

• 1.5°Cの世界は、サプライチェーンへの洪水や極端な気象リスクの影響が少なくなり、経済もより安定し、水不足、食糧不
足のリスクも低減される

SBTi net zero launch webinar

1.5°C 2.0°C Impact

世界の人口は、少なくとも5
年に1回極端な猛暑に襲われ
る

14% 37% 2.6 x worse

北極での氷が溶けてしまう
夏が来る回数

At least 1 every 100 
years

At least 1 every 10 
years

10 x worse

サンゴ礁のさらなる減少
70-90% 99% Up to 29% worse

海洋水産資源の減少
1.5M tonnes 3M tonnes 2x worse

https://www.youtube.com/watch?v=m01Tnf0xW0U


COP26がビジネスに及ぼす影響
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各国政府が取り入れた結果、世界経済の90％がネットゼロを到達目標としている。
・ ネットゼロをビジネス原則として設定
・ 低炭素、脱炭素製品やサービスへの需要向上を促す
・ 低炭素、脱炭素への必要性を認識できないビジネスは衰退

COP26では、世界中の機関投資家からの脱炭素へ向けての力強い意思とメッセージが示された
• 企業による気候変動対応への集中とその意識の拡大、企業情報開示を通じての透明性と精査が求められている
• 産業の脱炭素経済への移行にかかる資金調達が示された
• 排出量の追跡と開示を通じて、気候変動対応へのコミットメントの透明性と信頼性を高める

コミットメントだけでなく、信頼に足る脱炭素経済への移行計画と、それを速やかに実行することが求められている
• 英国は、企業がネットゼロ移行計画を公表することがもとめられ、それに規制当局が追随するのは時間の問題

• スコープ1と2だけでなく、2030年の短期的な目標では、スコープ3削減に対する信頼できる計画が必須。科学に基

づいた緩和軌道や信頼できる当局のセクター固有の軌道と一致。最新の企業気候責任モニターは、企業のコミット

メントと報告の透明性の精査を強化している。(Corporate Climate Responsibility Monitor 2022)

https://newclimate.org/wp-content/uploads/2022/02/CorporateClimateResponsibilityMonitor2022.pdf


ネットゼロ達成には、排出の削減だけでなく、
リスク、機会、イノベーションへの理解が必須
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ビジネスでは低炭素経済への移行によってもたらされるバリューチェーン全体で
のリスクと機会を評価する必要がある

低炭素・脱炭に向けた
強力なコミットメント
をサポートする実装計
画を取り入れた野心的
な目標設定

気候変動がもたらすリ
スクと機会を完全かつ
詳細に把握

一次データ取得も含め
た質の高いレポートを
使用したバリュー
チェーン排出量の広域
な理解と把握

自社のバリューチェー
ンおよびそれ以降の低
炭素・脱炭素イノベー
ションにおいて積極的
な役割を果たす

The net zero transition plan for businesses 



2,577社の企業がSBT目標にコミット、1211社がSBT認定済み、
1,275社が1.5度Cに合わせた目標にコミット

7SBTi website 
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https://sciencebasedtargets.org/resources/files/SBTi-criteria.pdf


ネットゼロのSBTi定義
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• SBTiは、企業のネットゼロ目標を評価するための最終基準を発表。

• 企業の正味ゼロ排出量の状態に到達するには、2つの条件がある。

スコープ1、2、および3排出量をゼロまたは、適格な1.5°Cアラ
イメント経路のグローバルまたはセクターレベルでネットゼロミッショ
ンに到達することと一致する残留レベルに削減する。

ネットゼロ目標年の残留排出量とその後大気中に放出された
GHG排出量を中和する。

Source: Science Based Targets initiative

https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Net-Zero-Standard.pdf


SBTiのネットゼロ基準：最終目標設定と達成経路
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①短期SBT

1.5℃経路に沿った5－10年の排出削減
目標

②長期SBT

2050年までに1.5℃のレベルに排出量
を削減する

③バリューチェーンを超えた
緩和

ネットゼロ達成のために企業が取るべ
きバリューチェーンを超えた緩和策

④中和

最後に残った排出量を相殺する

Source: Science Based Targets initiative

https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Net-Zero-Standard.pdf


バリューチェーン排出量測定し、気候変動のリスクと機会を評価
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企業の排出量のうち60~95%は、通常、スコープ3の排出量です。炭素ホットスポットの特定
は、気候関連のリスクにさらされる領域を評価するのにも役立つ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Home appliances

FMCG

Automotive

Electronics

Bread

Leather products /
footwear

Plastics products

Dairy

Financial Services

Value Chain Emissions

Upstream Operational Downstream

製品開発/

研究開発

調達とサプラ
イチェーン

バリューチェー
ン把握のビジネ
ス上のメリット

オペレーショ
ンズ

企業

サプライ
チェーンとの

協働

サプライチェー
ンの革新

エンゲージメント
と効率性

より良い製
品の設計

SBT報告

販売とマー
ケティング

ブランド/

投資家関係

製品の差別化

信頼性/信頼
の向上



達成可能な目標を模索することは、排出削減機会を正当に評価し、
ステークホルダーを巻き込むためになくてはならないステップ
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Source: Carbon Trust

スコープ3排出量の脱炭素化のための要素Reduction projects



スコープ 3 排出削減管理には、時間の経過に応じて
いくつもの作業と行動を重ねることが求められている

12

フットプリント
レポート期間内のスコープ 3 排出量のス
ナップショット提供。精度は時間の経過

とともに改善される

当初のS3
フットプリ
ント

改善された
S3フットプ
リント

ターゲット設定
炭素管理の基本は、バリューチェー
ン全体の間接的な排出量を削減する
ための削減目標を設定する。

削減目標の設定
–SBT設定

フィージビリティ分析
特定された削減イニシアチブがスコープ
3の排出量を削減する程度を評価し、目

標とするギャップを特定する

CO2削減の取
り組みと優
先順位付け

目標に対する削減
の達成度と実現可
能性を評価

サプライヤーエンゲージメント
プログラム
主要サプライヤーの特定、フットプリン
トで品質向上と、削減目標を達成するた
めに削減推進に関与できるサプライヤー
を優先

主要原材料と部品
と、その調達元を
特定

データ収集し
て、S3フット
プリントを改
善

主要サプライ
ヤーとのエン
ゲージメント
促進

Time



気候変動リスクと機会を評価するためのフレームワーク；TCFD
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カーボンフットプリントを超えて、バリューチェーン全体で
気候変動リスクと機会が発生する場所を特定する
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会社のバリューチェーン
Upstream Operations Downstream

原材料
サプライ
ヤー

物流上流
製造
拠点

スタッフ、
オフィス

ダウンス
トリーム

製品販売
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政策・規制
Carbon pricing

Product and production standards

Exposure to litigation

Subsidies

Product and raw materials phase outs

Expectations of capital providers

Expectations of staff

Expectations of suppliers and buyers

技術革新・オペレーション改革
Low-carbon techology commercialisation

Circular economy

市場と需要サイドの変化
Commodity market dynamics

Energy prices

New market emergence

Demand changes from current markets

物理的リスクによる変化
Extreme weather events

Temperature changes

Rising sea levels

Water availability

潜在的ホットスポット

カーボン
ホットスポット

資源利用
(水・土地等)

業務運営ライセンス

システミックリスク

地理的
ホットスポット



排出削減だけでなく、リスク管理、レジリエンスの構築、イノ
ベーションを通じて、ビジネス価値の創造につなげる
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全体リスク

リスク事業
からの撤退

既存削減計画
のリスク軽減

リスクを軽減し、
機会を活用するた
めの新しい戦略的
対応を開発

リスク軽減
ギャップ

リスクの
譲渡

ネットゼロ目標

事業撤退計画

コスト・リスクの
付け替え

循環型経済



ネットゼロへの移行戦略策定と実施を成功させるための4要素
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データ管理

フットプリントと気候
関連のリスクと機会に
関する明確な指標と目
標. 

取締役会での管理

戦略を設定し、すべての
事業領域に統合された短
期、中期、長期の目標と
計画を定義

削減の実施

削減機会を特定し、
定期的に見直す。

財務影響と金融

財務リスクと機会を定量化
し、削減と移行のための財
務計画を作成。グリーンボ
ンドなどへのアクセスを進
める。. 



Thanks for listening
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Q&A



企業の気候変動対応コミットメントに対するステークホルダーの精査
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企業の気候責任モニター 気候変動対応計画の透明性と正当性を検証する

Source: (Corporate Climate Responsibility Monitor 2022)

https://newclimate.org/wp-content/uploads/2022/02/CorporateClimateResponsibilityMonitor2022.pdf
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